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本
編
は
、
明
代
中
期
の
儒
者
で
あ
る
陳
士
元
が
著
し
た
『
夢
占

逸
旨
』
の
う
ち
、
内
篇
を
対
象
と
し
た
訳
注
試
稿
で
あ
る
。

『
夢
占
逸
旨
』
は
、
夢
に
関
す
る
十
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ

る
「
内
篇
」
と
、
内
容
毎
に
夢
を
分
類
•
分
析
す
る
「
外
篇
」
と

か
ら
成
る
。
と
り
わ
け
内
篇
は
、
陳
の
夢
に
対
す
る
認
識
、
及
び

当
時
の
精
神
生
活
を
窺
い
知
る
上
で
有
益
な
資
料
で
あ
る
。

本
書
は
、
本
文
と
そ
れ
に
付
随
す
る
自
注
か
ら
成
る
。
自
注
の

大
半
は
、
本
文
の
論
拠
と
な
る
資
料
の
引
用
だ
が
、
陳
自
身
に
よ

る
補
足
説
明
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
逸
文
・
異
文
を
引
用
す
る
本
書
は
そ
の
資
料
的
価
値
も

高
い
。
例
え
ば
、
本
書
感
変
篇
の
自
注
に
引
く
『
潜
夫
論
』
夢
列

篇
の
全
文
は
、
現
行
本
『
潜
夫
論
』
の
問
を
補
完
す
る
も
の
で
あ

る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
張
覚
『
潜
夫
論
全
訳
』
上
・
下
（
貴
州

解
説 陳

士
元

中
国
研
究
集
刊
生
号
（
総
四
十
七
号
）
平
成
二
十
年
十
二
月
六
〇
ー
七
七
頁

『
夢
占
逸
旨
』

内
篇
訳
注

人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
）
。

ま
た
、
近
年
R
i
c
h
a
r
d

E
.
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氏
に
よ
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が
刊
行
さ
れ
た
。
参
考
と
な
る
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
随
時

紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
。

,,---... 

・
『
夢
占
逸
旨
』
の
底
本
は
、
陳
士
元
撰
『
帰
雲
別
集
』
（
道
光
十

三
年
応
城
呉
鏑
梅
校
刊
同
治
十
三
年
修
補
本
）
所
収
本
（
以
下
、

「
帰
本
」
を
称
す
）
を
使
用
し
、
呉
省
蘭
輯
『
芸
海
珠
塵
』
（
民

国
五
十
七
年
台
北
芸
文
印
書
館
景
嘉
慶
中
南
雁
呉
氏
聴
葬
堂
刊

本
）
所
収
本
（
以
下
、
「
芸
本
」
と
称
す
）
を
校
本
と
す
る
。

•
本
文
に
は
【
原
文
】
【
書
き
下
し
文
】
【
現
代
語
訳
】
【
語
注
】

‘ヽ―

凡
例

清

水

洋

子
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を
付
し
、
自
注
に
は
【
原
文
】
【
書
き
下
し
文
】
を
付
す
。

・
底
本
と
校
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
【
原
文
】
中
の
傍
線
部
と

丸
数
字
と
で
示
し
、
【
校
異
】
で
詳
細
（
校
訂
を
要
す
る
場
合
な

ど
）
を
挙
げ
る
。

・
旧
字
体
や
異
体
字
は
、
必
要
な
場
合
を
除
き
新
字
体
に
改
め
た
。

・
文
意
の
補
足
は
〔
〕
で
、
注
記
は
（
）
で
示
し
た
。

•
自
注
の
引
用
文
に
出
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
可
能

な
限
り
補
い
、
【
書
き
下
し
文
】
の
中
で
示
し
た
。

•
自
注
の
引
用
文
に
は
、
陳
の
翻
案
あ
る
い
は
誤
引
と
思
わ
れ
る

も
の
も
あ
る
。
参
考
と
し
て
、
出
拠
の
原
文
を
本
編
末
の
注
に

付
す
。

【
原
文

嘉
靖
壬
戌
之
秋
八
月
既
望
、
陳
子
坐
蒲
陽
軒
中
、
晦
月
色
之
漸
高
、

折
桂
華
之
始
放
、
感
盈
栃
之
転
穀
、
念
栄
痒
之
循
環
、
於
是
挙
酒

命
酌
、
興
発
成
酬
、
枕
蹴
載
清
、
隕
然
就
寝
、

【
書
き
下
し
文
】

嘉
靖
壬
戌
の
秋
八
月
既
望
、
陳
子
蒲
陽
の
軒
中
に
坐
す
。
月
色
の

序
文

漸
く
高
ま
る
を
聴
み
、
桂
華
の
始
め
て
放
く
を
折
ぶ
。
盈
栃
の
転

お
も

穀
を
感
じ
、
栄
痒
の
循
環
を
念
う
。
是
に
於
い
て
酒
を
挙
げ
酌
を

ち

ん

て

ん

も

う

た

、

ぜ

ん

命
じ
、
興
発
し
て
蔀
を
成
す
。
枕
餃
は
清
き
を
載
け
、
隕
然
と

し
て
寝
に
就
く
。

【
現
代
語
訳
】

嘉
靖
壬
戌
（
五
六
二
年
）
八
月
十
六
日
の
夜
、
わ
た
く
し
陳

子
は
蒲
陽
に
あ
る
家
中
に
座
っ
て
い
た
。
明
る
さ
を
増
し
な
が
ら

満
ち
て
ゆ
く
月
に
心
惹
か
れ
、
木
犀
の
花
が
開
き
始
め
る
こ
と
を

喜
ん
で
い
た
。
月
の
満
ち
欠
け
が
〔
止
ま
る
こ
と
な
く
〕
巡
り
続

け
る
こ
と
に
感
じ
入
り
つ
つ
、
巡
り
ゆ
く
栄
枯
盛
衰
に
思
い
を
馳

せ
て
い
た
。
そ
こ
で
酒
を
挙
げ
酌
を
命
じ
、
楽
し
ん
で
飲
む
う
ち
、

心
地
よ
い
気
分
に
な
っ
て
き
た
。
寝
具
の
き
れ
い
な
も
の
を
敷
い

て
、
そ
の
ま
ま
眠
り
に
就
い
た
。

【
語
注
】

〇
蒲
陽
：
…
湖
広
（
現
在
の
湖
北
省
）
徳
安
府
応
城
県
北
部
の
地
。

「
陽
」
と
は
、
当
地
の
古
蹟
と
さ
れ
る
「
蒲
騒
城
」
の
南
を
言
う

か
。
「
蒲
騒
城
県
北
三
十
里
。
『
左
伝
』
桓
十
一
年
、
楚
屈
瑕
将

盟
戴
診
。
鄭
人
軍
於
蒲
騒
。
」
（
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
七
十
七
）

〇
転
穀
…
…
「
毅
」
は
、
車
輪
の
中
心
で
輻
を
集
め
て
車
軸
を
通

す
部
分
。
「
毅
也
者
、
以
為
利
転
也
。
輻
也
者
、
以
為
直
指
也
。
」

(61) 



（
『
周
礼
』
冬
官
考
工
記
・
輪
人
）
、
「
利
転
者
、
毅
以
無
有
為
用

也
。
」
（
鄭
玄
注
）
、
「
三
十
輻
共
―
毅
、
当
其
無
有
、
車
之
用
。
」
（
『
老

子
』
第
十
一
章
）
「
転
穀
」
は
急
速
に
回
転
す
る
車
輪
。
終
わ
り
と

始
ま
り
（
こ
こ
で
は
月
の
満
ち
欠
け
）
が
永
続
的
に
、
か
つ
速
く

繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
喩
え
（
注

l
)
°
0
隕
然
…
…
飲
酒
に
よ
っ
て

体
勢
が
崩
れ
る
さ
ま
。
「
隕
」
は
「
類
」
と
通
じ
る
（
注
2)°

「
引
崩

満
酌
、
類
然
就
酔
、
不
知
日
之
入
。
」
（
『
柳
河
東
全
集
』
「
始
得
西

山
宴
源
記
」
）

【
原
文

①

⑫

_

 

宛
蛸

夢
皓
眉
之
老
斐
、
披
霞
服
而
降
庭
、
授
余
一
函
、
金
文
眩
目
、

糾
之
古
笈
、
欲
宣
誦
而
未
能
、
蔵
襲
袖
間
、
猶
恐
遺
脱
‘
獲
荻
奇

①
 

―
―
 

玩
、
心
復
生
疑
、
乃
再
拝
而
問
隻
日
、
余
与
君
遇
、
無
乃
夢
乎
、

③
 

斐
笑
日
、
何
遇
非
夢
、
何
夢
非
真
、
忽
起
誰
声
、
余
遂
驚
覚
、
坐

而
哨
嘆
、
是
何
祥
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、
「
余
」
を
「
予
」
に
作
る
。

②
芸
本
は
、
「
蛸
蛸
」
を
「
科
斗
」
に
作
る
。

③
芸
本
は
、
「
余
遂
驚
覚
、
坐
而
哨
嘆
」
を

歎
」
と
す
る
。

「
予
遂
驚
膳
、

晨
興
哨

【
書
き
下
し
文
】

こ

う

び

か

ふ

く

夢
に
皓
眉
の
老
里
、
霞
服
を
披
し
て
庭
に
降
る
。
余
に
一
函
を
授

く

ら

あ

た

カ

く
。
金
文
目
を
眩
ま
す
。
宛
も
蛸
蛸
の
古
笈
の
ご
と
く
、
宣
誦
せ

ん
と
欲
す
る
も
未
だ
能
わ
ず
。
袖
間
に
蔵
襲
す
る
こ
と
、
猶
お
遺

ぇ

脱
す
る
を
恐
る
る
が
ご
と
し
。
絃
の
奇
玩
を
獲
て
、
心
に
復
た
疑

を
生
ず
。
乃
ち
再
拝
し
て
斐
に
問
い
て
日
く
、
「
余
の
君
と
遇
う
こ

と
、
乃
ち
夢
な
る
こ
と
無
け
ん
」
と
。
愛
笑
い
て
日
く
、
「
何
の

し
ょ
う
せ
い

遇
か
夢
に
非
ざ
ら
ん
、
何
の
夢
か
真
に
非
ざ
ら
ん
」
と
。
忽
ち
誰
声
起

き
た
ん

き
、
余
遂
に
驚
き
て
覚
む
。
坐
し
て
哨
嘆
す
る
な
ら
く
、
「
こ
れ

何
の
祥
や
」
と
。

【
現
代
語
訳
】

夢
の
中
で
、
仙
人
の
服
を
着
た
白
髪
の
老
人
が
庭
に
降
り
た
ち
、

私
に
一
通
の
封
書
を
授
け
た
。
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
目
の
く
ら
む
金
文

（
金
泥
で
書
か
れ
た
文
字
）
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
蛸
蛸
文
字
の
よ

う
な
笈
書
だ
が
、
声
を
出
し
て
読
も
う
と
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
。

私
は
、
そ
の
封
書
を
落
と
さ
な
い
よ
う
〔
慎
重
に
〕
袖
の
中
へ
収

め
た
。
〔
さ
て
〕
こ
の
不
思
議
な
も
の
を
手
に
し
て
、
さ
ら
に
あ
る

疑
問
が
心
に
浮
か
ん
だ
。
そ
こ
で
、
老
人
に
再
拝
し
て
こ
う
尋
ね

た
。
「
私
が
あ
な
た
と
こ
う
し
て
お
会
い
し
て
い
る
こ
と
は
、
夢
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
。
〔
す
る
と
〕
老
人
は
笑
っ
て
こ
う

(62) 



っ
た
。
「
ど
の
出
会
い
が
夢
で
な
い
も
の
か
。
ど
の
夢
が
ま
こ
と

の
も
の
で
な
い
も
の
か
。
」
〔
そ
う
し
て
〕
突
然
「
カ
ッ
」
と
叱
責

の
声
が
あ
が
っ
た
か
と
思
う
と
、
そ
こ
で
私
は
驚
い
て
目
が
覚
め

て
し
ま
っ
た
。
明
け
方
に
起
き
て
た
め
息
を
つ
い
て
言
う
に
、
「
こ

れ
は
一
体
何
の
前
触
れ
な
の
か
？
」
と
。

【
語
注
】

〇
霞
服
…
…
仙
人
の
姿
、
服
装
。

0
金
文
…
…
金
泥
で
書
か
れ
た

文
字
。
金
属
器
に
鋳
込
ま
れ
た
文
字
（
鍾
鼎
文
）
で
は
な
い
。

O

蛸
蛸
之
古
笈
…
…
「
蛸
蛸
（
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
形
を
し
た
文
字
）
」

「
古
策
（
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
秦
代
に
通
行
し
た
大
笈
•
小
笈
）
」

共
に
、
漢
代
以
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
古
文
の
一
種
。

「
科
斗
、
虫
名
、
蝦
蝶
子
、
書
形
似
之
。
」
（
『
尚
書
』
序
「
科
斗
」

『
釈
文
』
）
〇
誰
声
…
…
叱
り
と
が
め
る
声
。

【
原
文

ゅ

ー

②

研
思
終
日
、
莫
得
其
由
、
嵯
夫
、
夜
之
所
夢
也
其
真
也
耶
、
晨
之

④
 

③
 

哨
嘆
也
其
夢
也
耶
、
将
詢
兆
於
古
人
、
慨
畑
経
之
墜
地
、
輛
拠
見

聞
之
末
、
撰
絃
内
外
之
篇
、
用
述
微
踪
、
題
為
逸
旨
、
払
常
隠
語
、

登
逍
酔
夢
之
誤
、
遁
世
朽
夫
、
聯
増
嘘
諏
之
助
爾
、

に
作
る
。

【
校
異
】

①
芸
本
は
、
「
由
」
を
「
絲
」
に
作
る
。

②
芸
本
は
、
「
所
夢
」
を
「
遇
里
」
に
作
る
。

③
芸
本
は
、
「
嘆
」
を
「
歎
」
に
作
る
。
「
嘆
」

こ
で
は
同
義
。

④
芸
本
は
、
「
古
」
を
「
占
」

と
は
別
字
だ
が
こ

【
書
き
下
し
文
】

よ
し

研
思
す
る
こ
と
終
日
な
る
も
、
そ
の
由
を
得
る
こ
と
莫
し
。
嵯
夫
、

あ

し

た

き

た

ん

夜
の
夢
み
る
所
や
そ
れ
真
な
る
か
、
晨
の
哨
嘆
す
る
や
そ
れ
夢
な

た

ず

う

ん

け

い

る
か
。
将
に
兆
を
古
人
に
詢
ね
ん
と
す
る
も
、
畑
経
の
地
に
墜
つも

っ

る
を
慨
く
。
輛
ち
見
聞
の
末
に
拠
り
て
絃
の
内
外
の
篇
を
撰
し
、
用

お

も

か

つ

て
微
か
な
掠
い
を
述
べ
、
題
し
て
『
逸
旨
』
と
為
す
。
常
て
の
隠

た

す

そ

し

の

が

語
を
払
け
ん
と
す
る
も
、
登
に
酔
夢
の
誤
り
を
逍
れ
ん
や
。
遁
世

き
ゃ
く
た
ん

の
朽
夫
、
聯
か
嘘
諄
の
助
を
増
す
の
み
。

【
現
代
語
訳
】

一
日
中
突
き
詰
め
て
考
え
た
が
、
そ
の
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
あ
あ
、
夜
に
夢
み
た
こ
と
が
現
実
な
の
か
、
早
朝
に
た
め
息

う
ら
な
い

を
つ
い
て
い
た
こ
と
が
夢
な
の
か
。
そ
こ
で
〔
そ
の
夢
の
〕
兆
を

古
人
に
尋
ね
よ
う
と
し
た
が
、
〔
周
王
朝
の
伝
統
的
な
占
法
で
あ
る
〕

揮
経
が
既
に
見
る
べ
き
影
も
な
い
ほ
ど
落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
い

(63) 



る
の
を
悲
し
む
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
僅
か
な
見
聞
を

た
よ
り
に
こ
の
〔
『
夢
占
逸
旨
』
〕
内
外
篇
を
撰
し
、
微
か
な
思
い

を
述
べ
、
『
逸
旨
』
と
題
し
た
。
昔
か
ら
謎
と
な
っ
て
い
た
夢
の
解

釈
を
た
す
け
明
ら
か
に
し
た
の
だ
が
、
酔
夢
の
誤
り
は
免
れ
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。
隠
居
し
た
老
い
ぼ
れ
が
、
い
さ
さ
か
物
笑
い
の
種

を
提
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

【
語
注
】

ひ
が
さ

〇
畑
経
…
…
太
陽
の
日
芳
（
憚
）
の
形
状
か
ら
占
夢
を
行
う
方
策
。

し
し
ん

「
畑
謂
日
光
気
。
」
（
『
周
礼
』
春
官
・
抵
綬
の
鄭
衆
注
）
。
『
周
礼
』

に
は
、
「
抵
綬
、
掌
十
畑
之
法
、
以
観
妖
祥
、
弁
吉
凶
。
」
（
春
官
・

砥
毅
）
、
「
掌
三
夢
之
法
、
一
日
致
夢
、
二
日
鮪
夢
、
三
日
咸
捗
゜

其
経
運
（
注
3
)
十
、
其
別
九
十
。
」
（
春
官
・
大
卜
）
と
あ
る
。

O
常

…
…
か
つ
て
、
む
か
し
。
「
常
、
或
作
嘗
。
」
（
『
詩
』
魯
頌
・
閏
宮

箋
）
0
隠
語
…
•
•
•
本
来
の
意
味
を
言
辞
で
隠
し
た
も
の
。
謎
。
「
謎
、

隠
語
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
新
附
字
）
こ
こ
で
は
、
夢
に
隠
さ
れ

た
本
当
の
意
味
、
意
義
を
指
す
。

O
払
…
…
た
す
け
る
。
「
払
…
…
、

輔
也
。
」
（
『
広
雅
』
釈
詰
）

0
逍
：
…
・
の
が
れ
る
。
「
逍
、
逃
也
。
」

（
『
説
文
解
字
』
）
〇
嘘
諌
…
…
笑
い
話
。
「
嘘
、
大
笑
也
。
」
（
『
説

文
解
字
』
）

【
書
き
下
し
文
】

言
真
宰
は
、
窃
冥
に
し
て
、
象
無
く
、

り

穆
な
り
。
気
の
数
は
斯
に
涵
る
。

『
荘
子
』
〔
斉
物
論
〕
、
真
宰
有
る
が
若
し
。
而
れ
ど
も
特

あ
と

だ
其
の
朕
を
得
ざ
る
の
み
（
注
4
)
0

〔
『
荘
子
』
在
宥
〕
広
成
子
、
窃
窃
冥
冥
、
至
道
の
極
み
（
注
5
)
0

『
淮
南
子
』
〔
精
神
訓
〕
、
古
え
未
だ
天
地
有
ら
ず
。
窃

鳳 【
校
異
】

①
芸
本
及
び
『
淮
南
子
』
精
神
訓
に
従
い

真
宰
篇
第
一

【
原
文
】

困
図
真
宰
窃
冥
、
無
象
、
無
形
、
液
識
渾
穆
、
気
数
斯
涵
、

鳳
荘
子
、
若
有
真
宰
、
而
特
不
得
其
朕
、

広
成
子
、
窃
窃
冥
冥
、
至
道
之
極
、

①
 

淮
南
子
、
古
未
有
天
地
之
時
、
窃
窃
冥
冥
‘
ザ
亡
菱
漠
閃
、

頑
涙
鴻
洞
莫
知
其
門
、

「
之
時
」
を
補
う
。

形
無
し
。

頑
源
は
渾
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窃
冥
冥
、

ぽ
う
ぷ
ん
ば
く
ぴ
ん

茫
菱
漠
閃
、

知
る
莫
し
（
注
6
)
0

頭
涙
は
鴻
洞
と
し
て
其
の
門
を

【
現
代
語
訳
】

真
宰
〔
と
い
う
万
物
創
造
の
根
源
〕
は
奥
深
く
て
ほ
の
暗
く
、

現
象
と
し
て
も
あ
ら
わ
れ
ず
、
姿
形
も
な
い
。
未
だ
形
を
成
さ
な

い
気
が
湧
き
漂
っ
て
い
る
。
気
の
数
（
道
理
・
原
理
）
は
こ
こ
に

入
っ
て
い
る
。

【
語
注
】

0
真
宰
：
・
…
万
物
生
成
の
根
源
。
主
宰
者
。

O
窃
冥
…
・
：
奥
深
く

て
暗
く
、
測
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
さ
ま
。
「
窃
、
深
遠
也
。
」

「
冥
、
窃
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
「
窃
、
各
本
作
幽
。
」
（
段
玉
裁
注
）

〇
液
涙
鴻
洞
…
…
頭
涙
は
天
地
自
然
の
元
気
。
鴻
洞
は
果
て
し
な

く
合
い
連
な
る
さ
ま
。
「
鴻
涸
、
相
連
貌
。
」
（
『
文
選
』
洞
術
賦
李

善
注
）

0
数
…
…
「
上
無
固
植
、
下
有
疑
心
、
国
無
常
経
、
民
力

必
喝
、
数
也
。
」
（
『
管
子
』
法
法
）
、
「
数
、
理
也
。
」
（
房
玄
齢
注
）

ま
た
R
i
c
h
a
r
d
E
.
S
t
r
a
s
s
b
e
r
g
氏
は
、
「
気
数
」
を
「
all
t
h
e
 p
e
r
m
u
t
a
 ,
 

tions o
f
 q
i
-
e
n
e
r
g
y
」
、
次
節
の
「
数
芭
終
始
」
を
「
n
u
m
b
e
r
s
i
s
s
u
e
d
 

forth 
m
a
k
i
n
g
 b
e
g
i
n
n
i
n
g
s
 a
n
d
 e
n
d
s
」
と
す
る
。
「
p
e
r
m
u
t
a
t
i
o
n
s
(順

列
）
」
「
n
u
m
b
e
r

(
数
）
」
の
語
を
用
い
る
氏
の
訳
出
は
、
気
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
然
る
べ
き
順
列
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、

そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
終
始
を
包
括
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

O
涵
…
…
包
み
込
む
、
は
い
る
。
「
涵
、
容
也
。
」

（
『
詩
』
小
雅
・
巧
言
毛
伝
）
〇
門
…
…
万
物
を
生
み
出
す
精
妙
な

作
用
が
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
。
「
衆
妙
之
門
。
」
（
『
老
子
』
第
一
章
）

0
広
成
子
…
…
老
子
の
別
称
と
も
い
う
。
「
或
云
、
即
老
子
也
。
」

（
『
荘
子
』
在
宥
「
広
成
子
」
『
釈
文
』
）

【
原
文

ゅ

国
図
動
静
陰
陽
、
数
包
終
始
、

＊
 

鳳
周
子
、
太
極
動
而
生
陽
、
静
而
生
陰
、

②
 

＊
 

列
子
、
太
易
者
、
未
見
気
也
、
易
無
形
埒
、
易
変
而
為
一
、

③

①

 

一

一
変
而
為
七
、
七
変
而
為
九
、
九
変
者
究
也
、
復
変
而
為
一
、

＊
 

老
子
、
道
生
一
、
生
二
、
二
生
三
、
三
生
万
物
、
万
物

負
陰
而
抱
陽
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
「
気
判
陰
陽
、
数
芭
終
始
」
と
す
る
（
注
7)°

「
包
」
は
「
包
」

と
通
じ
る
。
「
音
包
。
本
或
作
包
。
」
（
『
荘
子
』
天
運
「
包
裏
」

『
釈
文
』
）

②
芸
本
は
、
「
埒
」
を
「
瞬
」
に
作
る
。

③
芸
本
は
、
「
変
」
を
脱
し
「
九
者
究
也
」
と
す
る
。

(65) 



【
語
注
】

④
芸
本
は
、
「
一
」
を
「
―
-
」
に
作
る
。

＊
芸
本
は
、
「
周
子
」
「
列
子
」
「
老
子
」
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
日
」

を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

ヵ

国
図
動
静
、
陰
陽
、
数
は
終
始
を
包
ぬ
。

向
陶
周
子
〔
『
太
極
図
説
』
〕
、
太
極
動
に
し
て
陽
を
生
じ
、
静

に
し
て
陰
を
生
ず
（
注
8
)
0

た
、
、

『
列
子
』
〔
天
瑞
〕
、
太
易
と
は
、
未
だ
気
を
見
ざ
る
な
り
。

け
い
ら
っ

易
は
形
埒
な
し
。
易
変
じ
て
一
と
為
り
、
一
変
じ
て
七
と

為
り
、
七
変
じ
て
九
と
為
る
。
九
変
す
る
は
究
な
り
。
復

た
変
じ
て
一
と
為
る
（
沈
9
)
0

『
老
子
』
〔
第
四
十
二
章
〕
、
道
は
一
を
生
ず
。
一
は
二
を

生
ず
。
二
は
三
を
生
ず
。
三
は
万
物
を
生
ず
。
万
物
は
陰

を
負
い
て
陽
を
抱
＜
（
注
10)o

【
現
代
語
訳
】

〔
真
宰
の
〕
動
静
〔
か
ら
〕
陰
陽
〔
の
気
が
生
ま
れ
〕
、
そ
の
原

理
は
〔
万
物
の
〕
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
こ
と
を
包
括
し
て

い
る
。

【
校
異
】

＊
芸
本
は
、
「
淮
南
子
」

の
下
に
「
日
」
を
付
す
。

0
太
極
…
…
『
易
』
繋
辞
伝
の
い
う
宇
宙
万
物
生
成
の
根
本
。
「
易

有
太
極
、
是
生
両
儀
、
両
儀
生
四
象
、
四
象
生
八
卦
、
八
卦
定
吉

凶
、
吉
凶
生
大
業
。
」
（
『
易
』
繋
辞
伝
上
）

0
太
易
…
・
:
『
列
子
』

の
い
う
宇
宙
万
物
生
成
の
根
本
。
『
列
子
』
天
瑞
篇
は
、
太
易
が
感

覚
で
把
握
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
（
「
視
之
不
見
、
聴

之
不
聞
、
循
之
不
得
、
故
日
易
也
。
」
）
（
注
ll)
、
以
下
、
「
太
初
」
「
太

始
」
「
太
素
」
と
、
具
体
的
形
象
の
生
じ
る
様
子
を
段
階
的
に
記
し

て
い
る
（
注
号

0
形
埒
…
…
か
た
ち
。
『
淮
南
子
』
本
経
訓
に
「
含

気
化
物
、
以
成
埒
類
」
と
あ
り
、
そ
の
高
誘
注
に
「
埒
、
形
也
」

と
あ
る
。

O
道
…
…
『
老
子
』
の
い
う
宇
宙
万
物
生
成
の
根
本
。

「
道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
万
物
。
」
（
『
老
子
』
第
四

十
二
章
）

【
原
文

困
図
天
旋
、
地
凝
、
両
間
定
位
而
人
物
生
突
、

向
陶
淮
南
子
、
天
運
、
地
滞
、
輪
転
而
無
暖
、

礼
統
日
、
天
地
元
気
之
所
生
、
万
物
之
祖
也
、
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【
書
き
下
し
立
、
】

国
図
天
は
旋
り
、
地
は
凝
る
。

『
淮
南
子
』
〔
原
道
訓
〕
、

ゃ

鳳
転
し
て
廃
む
な
し
（
注
13)0

『
礼
統
』
〔
『
太
平
御
覧
』
引
〕
に
日
く
、
天
地
は
元
気
の

生
ず
る
所
に
し
て
、
万
物
の
祖
な
り
（
注
1
4
)
0

【
現
代
語
訳
】

天
は
め
ぐ
り
、

と
の
間
に
は
、

両
間
は
位
を
定
め
人
物
生
ず
。

天
は
運
り
、
地
は
滞
ま
る
、
輪

地
は
か
た
ま
る
。
〔
そ
う
し
て
で
き
た
〕

人
や
物
が
生
ま
れ
る
。

天
と
地

【
語
注
】

0
両
間
…
・
：
天
と
地
と
の
間
、
中
間
。
人
や
事
物
が
生
ま
れ
る
ス

ペ
ー
ス
。

O
定
位
…
・
・
天
地
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
が
定
ま
り
、
「
両
間
」

が
生
じ
る
こ
と
。
「
形
於
上
者
謂
之
天
、
形
於
下
者
謂
之
地
、
命
於

其
両
間
者
、
謂
之
人
。
」
（
韓
愈
「
原
人
」
）
、
「
天
地
定
位
、
山
沢

通
気
、
雷
風
相
薄
、
水
火
不
相
射
。
」
（
『
易
』
説
卦
伝
）

0
廃
…

…
「
廃
、
休
也
。
」
（
高
誘
注
）

0
礼
統
：
・
…
梁
の
賀
述
撰
。
『
白

虎
通
義
』
の
形
式
に
倣
い
礼
制
を
統
括
し
た
書
（
馬
国
翰
『
玉
函

山
房
輯
侠
書
』
）
。
自
注
中
の
「
天
地
者
元
気
之
所
生
、
万
物
之
祖
」

は
、
『
白
虎
通
義
』
天
地
篇
の
記
載
と
類
似
す
る
和
15)
。
ま
た
、
自

注
と
同
じ
よ
う
に
「
礼
統
日
、
…
…
」
と
し
て
こ
の
句
を
引
く
記

載
は
、
『
太
平
御
覧
』
の
他
、
『
芸
文
類
緊
』
、
『
後
漢
書
』
注
（
班

固
列
伝
）
、
『
礼
記
』
礼
運
篇
の
『
釈
文
』
に
も
見
え
る
。

【
原
文

①
 

人
裸
中
和
肖
乎
天
地
、
精
神
融
貫
無
相
盤
也
、

＊

②

 

同
鳳
列
子
、
叫
和
気
者
、
為
人
、

＊
 

王
介
甫
詩
注
、
人
之
精
神
与
天
地
同
流
、

設
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、
「
中
」
を
「
沖
」
に
作
る
。

②
芸
本
は
、
「
沖
」
を
「
沖
」
に
作
る
。
「
沖
」
は
「
沖
」
の
異
体

字
。
「
中
」
と
「
沖
」
と
は
通
用
。
「
沖
即
中
也
。
又
精
誠
篇
『
執

沖
含
和
』
、
淮
南
泰
族
訓
沖
作
中
、
皆
沖
中
通
用
之
証
。
」
（
楊

伯
峻
撰
『
列
子
集
解
』
）

＊
芸
本
は
、
「
列
子
」
「
王
介
甫
詩
注
」
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
日
」

を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

た
も

国
図
人
の
中
和
を
裸
つ
は
天
地
に
肖
る
。

そ
む懃

く
無
し
。

此
占
夢
之
所
以

精
神
は
融
貫
し
相
い
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『
列
子
』
〔
天
瑞
〕
、
沖
和
の
気
は
、
人
と
為
る
（
注
16)0

王
介
甫
詩
注
〔
小
雅
•
斯
干
〕
、
人
の
精
神
は
天
地
と
流
れ

を
同
じ
く
す
（
注
17)°

此
れ
占
夢
の
設
く
る
所
以
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

人
間
が
気
の
調
和
を
保
っ
て
い
る
状
態
は
、
天
地
に
か
た
ど
っ

て
い
る
。
〔
だ
か
ら
、
人
の
〕
精
神
は
〔
天
地
と
〕
通
じ
合
い
、
天

地
に
背
く
こ
と
は
な
い
。

【
語
注
】

0
中
和
…
…
天
地
間
の
陰
陽
が
中
和
し
た
気
。
「
道
生
一
、
一
生
二
、

二
生
三
、
三
生
万
物
。
万
物
負
陰
而
抱
陽
、
沖
気
以
為
和
。
」
（
『
老

子
』
第
四
十
二
章
）

0
肖
…
…
に
る
、
か
た
ど
る
。
『
列
子
』
揚
朱

篇
に
「
人
肖
天
地
之
類
、
懐
五
常
之
性
、
有
生
之
最
霊
者
也
」
と

あ
り
、
そ
の
張
湛
注
に
「
肖
、
似
也
」
と
あ
る
。

O
融
貫
…
…
融

会
貫
通
。
と
け
て
―
っ
と
な
り
通
じ
合
う
こ
と
。

O
盤
：
：
•
•
も
と

る
、
そ
む
く
。
「
盤
、
弼
戻
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
、
「
按
此
乖
戻

正
字
。
今
則
戻
行
而
盤
廃
突
。
」
（
段
玉
裁
注
）

0
王
介
甫
詩
注
…

…
介
甫
は
、
北
宋
の
王
安
石
。
「
詩
注
」
と
は
、
『
周
礼
』
、
『
詩
』
、

『
書
』
に
関
す
る
安
石
の
注
釈
書
『
三
経
新
義
』
に
収
録
さ
れ
る

『
詩
』
解
釈
を
指
す
。
『
詩
経
新
義
理
』
、
『
詩
義
』
と
も
呼
ば
れ

る
こ
の
解
釈
書
は
早
く
に
亡
侠
し
て
い
る
が
、
輯
侠
書
に
よ
っ
て

鳳

【
原
文
】
．

天
気
為
魂
、
地
気
為
愧
‘

＊

秤

冒
霊
枢
経
、
天
之
在
我
者
徳
也
、
地
之
在
我
者
気
也
、
徳
流

②
_
＿
＿
_
 

鳳
気
薄
而
生
者
也
、
故
生
之
来
、
謂
之
精
、
両
精
相
捕
、
謂

之
神
、
随
神
往
来
者
、
謂
之
魂
、
並
精
而
出
入
者
、
謂
之

塊、左
伝
、
子
産
、
物
生
始
化
日
塊
、
既
生
塊
、
陽
日
魂
、

列
子
、
精
神
者
天
之
分
、
骨
骸
者
地
之
分
、
属
天
、
清
而

散
、
属
地
、
濁
而
緊
、

白
虎
通
、
魂
主
於
情
、
塊
主
於
性
、

高
誘
日
、
魂
人
陽
神
也
、
暁
人
陰
神
也
、

鄭
玄
日
、
嘘
吸
出
入
者
、
気
也
、
耳
目
之
精
明
者
、
為
塊
、

気
則
魂
之
謂
也
、

＊
 

朱
子
、
魂
属
木
、
塊
属
金
、
所
以
言
三
魂
七
塊
、
是
金
木

之
数
也
、

【
校
異
】

①
帰
本
は
、
「
天
」
を
「
天
地
」
に
作
る
。
芸
本
及
び
『
霊
枢
経
』

に
従
い
改
め
た
。

②
芸
本
は
、
「
生
者
」
二
文
字
分
が
空
格
（
「
徳
流
気
薄
而
□
口
也
」
）
。

そ
の
一
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
17
参
照
）
。

(68) 



＊
芸
本
は
、
「
霊
枢
経
」
「
子
産
」
「
列
子
」
「
白
虎
通
」
「
朱
子
」

の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
日
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

国
図
天
の
気
は
魂
と
為
り
、
地
の
気
は
塊
と
為
る
。

『
霊
枢
経
』
〔
本
神
〕
、
天
の
我
に
在
る
者
は
徳
な
り
。
地

せ
ま

鳳
の
我
に
在
る
者
は
気
な
り
。
徳
流
れ
気
薄
り
て
生
る
る
者

な
り
。
故
に
生
の
来
た
る
は
、
之
を
精
と
謂
う
。
両
精
相

い
捕
つ
、
之
を
神
と
謂
う
。
神
に
随
い
て
往
来
す
る
者
、

之
を
魂
と
謂
う
。
精
に
並
び
て
出
入
す
る
者
、
之
を
暁
と

謂
う
（
注

1
8
)
0

『
左
伝
』
〔
昭
公
七
年
三
月
〕
、
子
産
、
物
生
ま
れ
て
始
め

て
化
す
る
を
塊
と
日
う
。
既
に
塊
を
生
ず
れ
ば
、
陽
を
ば

魂
と
日
う
（
注
19)0

『
列
子
』
〔
天
瑞
〕
、
精
神
は
天
の
分
。
骨
骸
は
地
の
分
。

天
に
属
す
る
は
、
清
に
し
て
散
る
。
地
に
属
す
る
は
、
濁

に
し
て
緊
ま
る
（
注
20)0

『
白
虎
通
』
〔
情
性
〕
、
魂
は
情
を
主
り
、
塊
は
性
を
主
る
（
注
21)0

高
誘
〔
『
淮
南
子
』
説
山
訓
注
〕
日
く
、
魂
は
人
の
陽
神
な

り
。
塊
は
人
の
陰
神
な
り
（
注
2
2
)
0

鄭
玄
〔
『
礼
記
』
祭
儀
注
〕
日
く
、
嘘
吸
し
て
出
入
す
る
は
、

気
な
り
。
耳
目
の
精
明
な
る
は
、
塊
と
為
す
と
。
気
と
は

【
語
注
】

〇
魂
暁
…
…
人
間
の
生
命
活
動
に
お
け
る
源
を
示
す
概
念
。
そ
の

解
釈
は
一
通
り
で
は
な
い
も
の
の
、
魂
・
愧
が
そ
れ
ぞ
れ
人
間
の

精
神
と
肉
体
と
を
示
す
対
応
関
係
に
あ
る
、
と
の
認
識
は
お
お
む

ね
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
「
魂
気
帰
干
天
、
形
塊
帰
干
地
」
（
『
礼

記
』
郊
特
牲
）
と
も
あ
る
よ
う
に
、
人
の
死
後
、
魂
・
塊
は
そ
れ

ぞ
れ
が
帰
属
す
る
天
・
地
に
帰
る
と
さ
れ
た
。
『
夢
占
逸
旨
』
で
は
、

「
天
気
為
魂
、
地
気
為
塊
」
以
下
、
更
に
気
の
属
性
（
「
清
」
「
濁
」
）

に
応
じ
た
魂
暁
間
の
従
属
関
係
、
魂
塊
の
性
格
に
つ
い
て
記
さ
れ

る。

O
薄
…
…
迫
る
。
「
薄
、
迫
也
。
」
（
『
左
伝
』
倍
公
二
十
三
年

伝
「
薄
而
観
之
」
杜
預
注
）

0
三
魂
七
塊
…
・
:
『
抱
朴
子
』
に
初

出
と
考
え
ら
れ
る
。
神
々
と
の
連
絡
に
お
け
る
体
内
の
中
継
点
と

さ
れ
る
（
注
25)°

道
教
文
献
の
中
に
は
、
「
三
魂
」
「
七
塊
」
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
見
え
る
和
26)
。
三
魂
七
塊
の
「
魂
」

【
現
代
語
訳
】

天
の
気
は
魂
と
な
り
、

地
の
気
は
塊
と
な
る
。

則
ち
魂
の
謂
い
な
り
（
注
23)0

朱
子
〔
『
朱
子
語
類
』
鬼
神
〕
、
魂
は
木
に
属
し
、
愧
は
金

に
属
す
。
三
魂
七
塊
と
言
う
所
以
は
、
こ
れ
金
木
の
数
な

り（注
2
4
)
0
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【
書
き
下
し
文
】

冒
気
の
清
な
る
者
は
、
塊
魂
に
従
う
。
気
の
濁
な
る
者
は
、

魂
暁
に
従
う
。
魂
に
従
え
ば
貴
と
為
り
、
暁
に
従
え
ば
賎

と
為
る
。
清
魂
は
賢
と
為
り
、
濁
塊
は
愚
と
為
る
。
此
れ

し
き
い

寿
妖
禍
福
の
間
な
り
。

『
丹
鉛
録
』
〔
『
丹
鉛
続
録
』
魂
塊
〕
、
霊
魂
は
賢
と
為
り
、

腐
塊
は
愚
と
為
る
。
軽
魂
は
明
と
為
り
、
重
塊
は
暗
と
為

る
。
揚
魂
は
羽
と
為
り
、
鈍
塊
は
毛
と
為
る
（
注
28)0

凰 【
校
異
】

＊
芸
本
は
、
「
丹
鉛
録
」

鳳

の
下
に
「
日
」
を
付
す
。

「
塊
」
に
は
複
雑
な
性
格
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、

塊
元
論
で
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
（
注
27)0

整
然
と
し
た
魂

【
原
文

同
図
気
清
者
、
塊
従
魂
、
気
濁
者
、
魂
従
塊
、
従
魂
為
貴
、
従

塊
為
賎
、
清
魂
為
賢
、
濁
塊
為
愚
、
此
寿
妖
禍
福
之
間
也
、

丹
鉛
録
、
霊
魂
為
賢
、
廣
塊
為
愚
、
軽
魂
為
明
、
重
塊
為

暗
、
揚
魂
為
羽
、
鈍
暁
為
毛
、

【
現
代
語
訳
】

気
が
清
ら
か
な
者
は
、
塊
が
魂
に
従
う
。
気
が
濁
っ
て
い
る
者

は
、
魂
が
塊
に
従
う
。
魂
に
従
え
ば
高
貴
と
な
り
、
塊
に
従
え
ば

卑
賎
と
な
る
。
清
魂
だ
と
賢
明
に
な
り
、
濁
塊
だ
と
暗
愚
に
な
る
。

こ
れ
ら
（
気
の
清
濁
•
清
魂
と
濁
塊
）
は
、
寿
妖
禍
福
を
分
け
る

境
界
で
あ
る
。

【
語
注
】

0
間
…
…
門
の
し
き
い
（
門
の
内
と
外
と
を
区
画
す
る
た
め
に
敷

く
横
木
）
。
転
じ
て
、
あ
る
も
の
と
あ
る
も
の
を
区
切
る
境
界
。
こ

こ
で
は
、
気
の
清
濁
や
清
魂
濁
暁
に
起
因
す
る
属
性
の
変
化
が
、

「
寿
妖
禍
福
」
の
原
因
と
な
る
こ
と
。
「
間
、
音
苦
本
反
。
謂
門
限

也
。
」
（
『
史
記
』
嗚
唐
伝
「
間
以
内
者
、
寡
人
制
之
」
正
義
）

0

丹
鉛
録
…
…
書
名
に
「
丹
鉛
」
の
語
を
冠
す
る
楊
慎
の
雑
著
数
種

の
総
称
。
主
な
も
の
と
し
て
、
『
丹
鉛
余
録
』
、
『
丹
鉛
続
録
』
、
『
丹

鉛
閏
録
』
（
散
侠
す
る
が
『
総
録
』
に
収
録
さ
れ
る
）
、
楊
自
身
が

そ
れ
ら
を
編
集
し
直
し
た
『
丹
鉛
摘
録
』
、
門
人
の
梁
佐
が
諸
録
を

一
編
に
ま
と
め
て
重
複
を
除
き
、
分
類
整
理
し
た
『
丹
鉛
総
録
』

な
ど
が
あ
る
。
特
に
『
余
録
』
、
『
続
録
』
、
『
摘
録
』
、
『
総
録
』
の

四
部
は
補
完
し
合
う
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
「
以
『
総
録
』
補
三

録
之
遺
、
以
三
録
正
『
総
録
』
之
誤
、
伺
然
慎
之
完
書
也
。
」
、
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』
）
。
楊
慎
の
字
は
用
修
、
号
は
升
庵
。
修
撰
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【
原
文

胃
有
貴
而
賢
、
有
誓
愚
、
有
寿
而
福
、
有
妖
而
禍
、
有
貴

而
愚
、
有
賎
而
賢
、
有
寿
而
禍
、
有
妖
而
福
、
世
変
無
常
、

幾
則
先
肇
、
魂
能
知
来
、
塊
能
蔵
往
、

②
 

魂
強
則
善
悟
、
塊
強
則
善
記
‘
刺
ぃ
へ
以
暁
摂
魂
‘
脚
ぃ
芹
5

魂
運
塊
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、
「
常
」
を
「
恒
」
に
作
る
。

②
帰
本
・
芸
本
に
は
「
聖
人
以
塊
摂
魂
、
衆
人
以
魂
運
塊
」
と
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
典
拠
と
思
わ
れ
る
『
丹
鉛
続
録
』
、
『
関
手

（注
29
を
参
照
）
に
従
い
改
め
た
。

【
書
き
下
し
文
】

国
図
貴
に
し
て
賢
な
る
有
り
、
賎
に
し
て
愚
な
る
有
り
、
寿
に

し
て
福
な
る
有
り
、
妖
に
し
て
禍
な
る
有
り
。
貴
に
し
て

愚
な
る
有
り
、
賎
に
し
て
賢
な
る
有
り
、
寿
に
し
て
禍
な

る
有
り
、
妖
に
し
て
福
な
る
有
り
。
世
変
じ
て
常
無
き
も
、

鳳 （
国
史
の
編
修
を
司
る

な
る
。

)
、
経
筵
講
官
を
経
て
翰
林
学
士
と

【
現
代
語
訳
】

〔
だ
か
ら
〕
高
貴
で
賢
明
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
卑
賎
で
暗

愚
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
長
寿
で
幸
福
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

短
命
で
不
幸
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
〔
そ
う
か
と
思
え
ば
〕
高
貴

で
暗
愚
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
卑
賎
で
賢
明
だ
と
い
う
こ
と
が

あ
り
、
長
寿
で
不
幸
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
短
命
で
幸
福
だ
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
〔
こ
の
よ
う
に
、
人
の
命
運
は
〕
世
々
変
化
し

さ
ざ
L

て
一
定
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
幾
は
先
ん
じ
て
お
こ
る
も

の
だ
。
魂
は
未
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
塊
は
既
往
の
事
柄
を
記

憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
語
注
】

〇
幾
…
…
事
の
は
じ
め
の
微
か
な
動
き
。
き
ざ
し
。
『
易
』
繋
辞
伝

下
に
「
幾
者
、
動
之
微
。
吉
之
先
見
者
也
」
と
あ
る
。

O
魂
能
知

来
、
塊
能
蔵
往
…
・
:
『
丹
鉛
続
録
』
魂
塊
に
同
様
の
記
述
が
見
え

鳳

魂
は
能
く
来
を
知
り
、

は
じ

幾
は
則
ち
先
ず
肇
ま
る
。

お
さ

＜
往
を
蔵
む
。

魂
強
け
れ
ば
則
ち
善
＜
悟
り
、
塊
強
け
れ
ば
則
ち
善
く
記

す
。
〔
以
下
、
『
丹
鉛
続
録
』
魂
塊
、
『
関
手
子
』
四
符
〕

ひ

き

め

ぐ

衆
人
は
塊
を
以
て
魂
を
摂
い
、
聖
人
は
魂
を
以
て
塊
を
運

ら
す
和

2
9
)
0

塊
は
能
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【
校
異
】

①
帰
本
は
、
「
吉
凶
」
を
「
神
知
」
と
す
る
が
、
芸
本
と
『
詩
集
伝
』

に
従
い
改
め
た
。

＊
芸
本
は
、
「
朱
子
」
「
荘
子
」
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
曰

【
書
き
下
し
文
】

ぉ

っ

同
図
人
昼
に
興
く
れ
ば
、
魂
目
に
麗
く
。
夜
に
｛
昧
ぬ
れ
ば
、

と
ど

塊
肝
に
宿
ま
る
。
魂
目
に
麗
く
、
故
に
能
く
見
る
。
塊

鳳

を
付
す
。

る
。
「
知
来
」
「
蔵
往
」
に
つ
い
て
は
、
『
易
』
繋
辞
伝
上
に
「
神

以
知
来
、
知
以
蔵
往
」
（
神
妙
さ
に
よ
っ
て
未
来
を
知
り
、
明
知
に

よ
っ
て
既
往
の
事
象
を
お
さ
め
る
）
と
あ
る
が
、
「
魂
」
「
塊
」
と

の
関
連
は
な
く
、
文
意
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。

【
原
文

冒
人
之
昼
興
也
、
魂
麗
於
目
、
夜
｛
昧
也
、
塊
宿
於
肝
、
魂
麗

於
目
、
故
能
見
焉
、
塊
宿
於
肝
、
故
能
夢
焉
、
夢
者
神
之

遊
、
知
来
之
鏡
也
、

＊
 

朱
子
、
人
之
精
神
与
天
地
陰
陽
流
通
、
故
昼
之
所
為
、
夜

①

.

 

之
所
夢
、
其
善
悪
吉
凶
、
各
以
類
至
、

＊
 

荘
子
、
天
地
之
鑑
也
、
万
物
之
鏡
也
、

肝
に
宿
ま
る
、
故
に
能
＜
夢
み
る
。
夢
は
神
の
遊
に
し
て
、

来
を
知
る
の
鏡
な
り
。

朱
子
〔
『
詩
集
伝
』
小
雅
•
斯
干
〕
、
人
の
精
神
は
天
地
陰

陽
と
流
通
す
。
故
に
昼
の
為
す
所
、
夜
の
夢
み
る
所
、
其

の
善
悪
吉
凶
、
各
お
の
類
を
以
て
至
る
（
注
30)0

『
荘
子
』
〔
天
道
〕
、
天
地
の
鑑
な
り
。
万
物
の
鏡
な
り
（
注
3
1
)
0

【
現
代
語
訳
】

人
が
昼
間
起
き
て
い
る
と
、
魂
は
目
に
付
着
す
る
（
塊
が
活
動

す
る
）
。
夜
間
眠
り
に
つ
く
と
、
塊
は
肝
に
と
ど
ま
る
（
魂
が
活
動

す
る
）
。
魂
が
目
に
付
着
す
る
昼
間
は
〔
塊
の
活
動
に
よ
っ
て
も
の

を
〕
見
る
こ
と
が
で
き
、
暁
が
肝
に
と
ど
ま
る
夜
間
は
〔
魂
の
活

動
に
よ
っ
て
〕
夢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
夢
は
、
精
神
（
魂
）

が
〔
意
識
を
離
れ
て
〕
浮
遊
す
る
〔
こ
と
で
み
る
〕
も
の
で
あ
り
、

未
来
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
。

【
語
注
】

0
人
之
昼
興
也

S
故
能
夢
焉
…
…
こ
れ
と
類
似
す
る
記
述
は
、
『
丹

鉛
続
録
』
魂
愧
、
『
関
手
子
』
四
符
に
も
見
え
る
。
『
丹
鉛
続
録
』

に
は
、
「
蓋
塊
之
蔵
、
魂
拘
之
。
魂
之
荷
、
塊
囚
之
。
魂
昼
属
目
、

塊
夜
属
肝
゜
寓
目
能
見
、
舎
肝
能
夢
」
の
よ
う
に
、
魂
暁
の
一
方

が
〔
目
や
肝
に
〕
と
ど
ま
る
間
は
、
も
う
一
方
が
活
動
す
る
と
あ

凰
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と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
劉
文
英
氏
『
痣
夕
的
迷
信
与
林
タ

的
探
索
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
も
、
「
＂
塊
宿

干
肝
“
既
能
維
持
人
的
生
命
，
又
停
止
了
耳
目
所
岡
，
送
祥
魂
就

可
以
禽
身
而
外
源
」
（
三
二
頁
）
と
、
身
体
機
能
が
休
息
す
る
「
塊

宿
於
肝
」
の
状
態
は
、
同
時
に
魂
が
身
体
を
離
れ
て
浮
遊
す
る
状

態
で
も
あ
る
と
解
釈
す
る
。

O
麗
…
…
つ
く
。
付
着
す
る
。
『
周
礼
』

秋
官
・
大
司
寇
に
「
凡
万
民
之
有
罪
過
、
而
未
麗
於
法
、
而
害
於

州
里
者
」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
注
に
「
麗
、
附
也
」
と
あ
る
。

O

知
来
之
鏡
…
…
『
荘
子
』
に
お
け
る
「
天
地
之
鑑
」
「
万
物
之
鏡
」

は
、
本
来
「
聖
人
之
心
」
の
こ
と
を
い
う
。
そ
の
成
玄
英
疏
に
「
鑑

天
地
之
精
微
、
鏡
万
物
之
玄
蹟
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
聖
人
之
心
」

は
、
天
地
万
物
の
霊
妙
で
奥
深
い
姿
を
あ
り
の
ま
ま
映
し
出
す
と

さ
れ
る
。
「
知
来
之
鏡
」
と
は
、
夢
も
ま
た
、
未
来
に
お
こ
る
事
象

の
微
妙
な
き
ざ
し
を
明
確
に
映
し
出
す
「
鏡
」
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
言
う
。

塊

の

拘

束

魂

の

活

動

夜
｛
昧
II
塊
宿
於
肝
II
能

夢

II
知
来

魂

の

拘

束

塊

の

活

動

昼
興
II
魂
麗
於
目
11

能

見

II
蔵
往

る（注
32)o

し
た
が
っ
て
、
『
夢
占
逸
旨
』
本
文
に
お
け
る
魂
塊
の
対

応
関
係
は
、

鳳

「
列
子
」
に

【
原
文

冒

閂

、

神

遇

為

夢

、

形

接

為

事

、

!

、
神
遇
為
夢
、
形
接
為
事
、
故
昼
想
夜
夢
、

③
 

間

国

列

子
遇
、
神
形
不
接
夢
自
消
、

荘
子
日
、
其
｛
昧
也
、
魂
交
、
其
覚
也
、
形
開
、

【
校
異
】

①
帰
本
は
「
荘
子
」

改
め
た
。

②
帰
本
は
「
昼
想
夜
〔
、
形
神
所
遇
〕
」

子
』
に
従
い
改
め
た
。

③
芸
本
及
び
『
列
子
』
は
、

夢
自
消
」
と
す
る
。

と
す
る
が
誤
り
。
芸
本
に
従
い

形
神
所

と
す
る
。
芸
本
及
び
『
列

「
神
形
不
接
夢
自
消
」
を
「
神
凝
者
想

【
書
き
下
し
文
】

困
国
故
に
日
く
、
「
神
遇
え
ば
夢
と
為
り
、
形
接
す
れ
ば
事
と

為
る
」
と
。

『
列
子
』
〔
周
穆
王
〕
、
神
遇
え
ば
夢
と
為
り
、
形
接
す
れ

ば
事
と
為
る
。
故
に
昼
に
想
い
夜
に
夢
み
る
は
、
形
神
の

お
の
ず
か

遇
う
所
な
り
。
神
形
接
せ
ざ
れ
ば
夢
は
自
ら
消
ゆ
（
注
3
3
)
0

『
荘
子
』
〔
斉
物
論
〕
日
く
、
其
の
｛
昧
ぬ
る
や
、
魂
交
わ
る
。
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【
現
代
語
訳
】

ゆ
え
に
、
「
精
神
が
〔
外
物
に
〕
出
会
え
ば
夢
と
な
り
、
肉
体
が
〔
外

の
現
象
と
〕
接
触
す
れ
ば
知
覚
と
な
る
」
と
言
う
。

【
語
注
】

0
神
遇
…
…
「
神
」
（
精
神
）
が
外
物
に
接
触
し
て
夢
と
な
る
こ
と
。

『
荘
子
』
の
「
魂
交
」
も
同
様
。

0
形
接
…
…
「
形
」
（
肉
体
）
が

外
物
に
接
触
し
て
知
覚
現
象
と
な
る
こ
と
。
『
荘
子
』
の
「
形
開
」

も
同
様
。

O
神
形
不
接
…
…
「
神
」
（
精
神
）
、
「
形
」
（
肉
体
）
と

も
に
外
物
と
接
触
し
な
い
こ
と
。
も
し
く
は
、
「
神
」
と
「
形
」
と

の
連
絡
そ
の
も
の
が
希
薄
な
こ
と
。
前
者
の
場
合
、
「
神
」
は
『
列

子
』
の
「
神
凝
」
（
【
校
異
】
③
参
照
）
と
同
様
の
状
態
で
あ
る
と

言
え
る
。
「
神
凝
」
は
、
精
神
が
ひ
っ
そ
り
と
静
か
で
、
外
物
に
接

触
し
な
い
こ
と
（
「
凝
」
は
静
か
で
動
か
な
い
こ
と
。
『
荘
子
』
逍

遥
遊
篇
「
其
神
凝
」
の
成
玄
英
疏
に
「
凝
、
静
也
」
と
あ
る
）
。

こ
う
し
た
様
子
は
、
道
家
に
お
け
る
理
想
的
な
忘
我
の
境
地
、
も

し
く
は
そ
れ
を
体
現
し
た
「
真
人
」
「
神
人
」
の
描
写
の
中
に
見
え

る
（
注
35)
。
後
者
は
、
「
神
」
「
形
」
個
別
の
状
態
と
い
う
よ
り
も
、

両
者
の
潜
在
的
な
つ
な
が
り
に
重
点
を
置
く
理
解
と
言
え
る
。
こ

の
こ
と
は
、
陳
士
元
自
身
が
「
神
触
於
形
、
然
後
有
夢
。
無
触
則

其
の
覚
む
る
や
、
形
開
<
(
注
34)o

訳
者
注

雖
麻
而
不
夢
」
（
昼
夜
篇
自
注
）
と
、
「
神
」
「
形
」
の
直
接
的
な

関
係
を
述
べ
て
い
る
こ
と
と
も
繋
が
る
。
陳
士
元
が
一
部
の
道
家

説
に
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と

（注
35
参
照
）
、
『
列
子
』
本
来
の
記
述
に
変
化
が
見
え
る
点
も
（
【
校

異
】
③
）
、
道
家
説
に
必
ず
し
も
依
拠
し
な
い
と
い
う
陳
の
志
向
の

一
端
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
)

「
通
於
学
者
、
若
車
軸
転
穀
之
中
、
不
運
於
己
、
与
之
致
千
里
、
終

而
復
始
、
転
無
窮
之
源
。
」
（
『
淮
南
子
』
説
山
訓
）
以
下
、
『
淮
南
子
』

に
つ
い
て
は
、
何
寧
撰
『
淮
南
子
集
釈
』
（
中
華
書
局
、
二

0
0
六
年
）

を
用
い
る
。

(
2
)
『
礼
記
』
曲
礼
上
「
凡
遺
人
弓
者
張
弓
尚
筋
弛
弓
尚
角
」
の
鄭
玄
注
に

「
皆
欲
令
其
下
曲
隕
然
順
也
」
、
そ
の
『
釈
文
』
に
「
隣
、
本
又
作
類
。

徒
回
反
、
順
貌
」
と
あ
る
。

(
3
)

な
お
、
「
運
」
と
「
畑
」
と
は
通
用
。
「
運
或
為
輝
当
畑
、
是
視
段

所
掌
十
畑
也
。
」
鄭
玄
注
）

(
4
)

「
若
有
真
宰
、
而
特
不
得
其
朕
。
」
（
『
荘
子
』
斉
物
論
）
以
下
、
郭

鹿
藩
撰
『
荘
子
集
釈
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）
を
用
い
る
。

(
5
)

「
広
成
子
庶
然
而
起
日
、
善
哉
問
乎
。
来
。
吾
語
女
至
道
。
至
道
之

精
、
窃
窃
冥
冥
。
至
道
之
極
、
昏
昏
黙
黙
。
」
（
『
荘
子
』
在
宥
）
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(
6
)
「
古
未
有
天
地
之
時
、
惟
像
無
形
、
窃
窃
冥
冥
、
サ
亡
菱
漠
閃
、
頭
壕

鴻
洞
、
莫
知
其
門
。
」
（
『
淮
南
子
』
精
神
訓
）

(
7
)
帰
本
の
「
動
静
陰
陽
」
、
芸
本
の
「
気
判
陰
陽
」
は
、
共
に
自
注
所

引
の
『
太
極
図
説
』
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

万
物
生
成
の
過
程
に
お
い
て
、
「
真
宰
」
が
「
動
静
」
す
る
こ
と
で
「
陰

陽
」
の
気
と
い
う
変
化
の
原
理
が
現
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
句
と
考
え

ら
れ
る
。
「
動
静
」
と
「
陰
陽
」
と
が
連
続
す
る
事
例
は
、
『
朱
子
語

類
』
の
「
元
亨
利
貞
是
備
箇
動
静
陰
陽
之
理
」
（
巻
一
）
に
見
え
る
。

こ
れ
も
、
『
太
極
図
説
』
に
お
け
る
動
静
•
陰
陽
の
循
環
に
基
づ
い
た

言
葉
と
考
え
ら
れ
る
。

(
8
)

「
無
極
而
太
極
。
太
極
動
而
生
陽
。
動
極
而
静
、
静
而
生
陰
。
」
（
『
太

極
図
説
』
）

(
9
)
「
太
易
者
、
‘
末
見
気
逝
へ
太
初
者
、
気
之
始
也
。
太
始
者
、
形
之
始

也
。
太
素
者
、
質
之
始
也
。
気
形
質
具
而
未
相
離
、
故
日
渾
涌
°
渾

涌
者
、
言
万
物
相
渾
涌
而
未
相
離
也
。
之
不
見
、
聴
之
不
聞
、
循
之

不
得
、
故
日
易
也
。
易
無
形
埒
‘
、
易
変
而
為
一
‘
、
一
変
而
為
七
、
七

変
而
為
加
、
加
変
者
究
他
。
‘
乃
復
変
而
為
了
」
（
『
列
子
』
天
瑞
）
以

下
、
『
列
子
』
に
つ
い
て
は
楊
伯
峻
撰
『
列
子
集
解
』
（
中
華
書
局
、

一
九
九
一
年
）
を
用
い
る
。
『
列
子
集
解
』
の
注
記
に
は
、
「
埒
瞬
異

義
、
埒
之
作
峙
、
盛
仮
借
字
」
と
あ
る
。
「
瞬
」
は
田
を
耕
す
こ
と
、

「
埒
」
は
囲
い
、
一
定
範
囲
の
意
。
こ
れ
は
も
と
『
乾
堅
度
』
の
文
。

の
ち
に
『
列
子
』
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(10)

「
道
生

一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
万
物
。
万
物
負
陰
而
抱
陽
、

沖
気
以
為
和
。
」
（
『
老
子
』
第
四
十
二
章
）
以
下
、
朱
謙
之
撰
『
老
子

校
釈
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
を
用
い
る
。

(11)

『
老
子
』
第
十
四
章
「
視
之
不
見
、
名
日
夷
」
も
同
様
。
「
夷
」
は

「
易
」
と
通
じ
る
。
「
夷
、
易
也
。
」
（
『
詩
』
周
頌
•
天
作
毛
伝
）

(12)

「
昔
者
聖
人
因
陰
陽
以
統
天
地
。
夫
有
形
者
生
於
無
形
、
則
天
地
安

従
生
。
故
日
、
有
太
易
、
有
太
初
、
有
太
始
、
有
太
素
。
太
易
者
、

未
見
気
也
。
太
初
者
、
気
之
始
也
。
太
始
者
、
形
之
始
也
。
太
素
者
、

質
之
始
也
。
気
形
質
具
而
未
相
離
、
故
日
渾
涌
。
渾
流
者
、
言
万
物

相
渾
涌
而
未
相
離
也
。
」
（
『
列
子
』
天
瑞
）

(13)

「
天
運
地
滞
、
輪
転
而
無
廃
。
」
（
『
淮
南
子
』
原
道
訓
）

(14)

「
礼
統
日
、
天
地
者
元
気
之
所
生
、
万
物
之
祖
也
。
」
（
『
太
平
御
覧
』

天
部
一
天
部
上
）
以
下
、
『
太
平
御
覧
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
景
四
部

叢
刊
三
編
、
一
九
九
二
年
）
を
用
い
る
。

(15)

「
天
者
何
也
。
天
之
為
言
鎮
也
。
居
高
理
下
、
為
人
鎮
也
。
地
者
、

元
気
之
所
生
、
万
物
之
祖
也
。
地
者
易
也
。
言
獲
万
物
懐
任
交
易
変

化
也
。
」
（
『
白
虎
通
』
天
地
）
以
下
、
陳
立
撰
『
白
虎
通
疏
証
』
（
中

華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
を
用
い
る
。
な
お
陳
立
は
、
傍
線
部
が
冒

頭
に
「
天
」
の
一
字
を
脱
す
る
文
で
あ
る
と
指
摘
し
、
本
来
「
天
地

者
、
元
気
之
所
生
、
…
…
」
と
な
る
こ
の
一
文
を
「
天
者
何
也
」
に

前
置
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

(16)

「
清
軽
者
上
為
天
、
濁
重
者
下
為
地
、
沖
和
気
者
為
人
。
故
天
地
含
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精
、
万
物
化
生
。
」
（
『
列
子
』
天
瑞
）

(17)
『
詩
義
』
の
輯
侠
書
と
し
て
は
、
程
元
敏
『
三
経
新
義
輯
考
彙
評
（
二
）

ー
詩
経
』
（
国
立
編
訳
館
主
編
、
一
九
八
六
年
）
、
邸
漢
生
輯
校
『
詩

義
鉤
沈
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
を
参
照
。
共
に
、
『
呂
氏
家

塾
読
詩
記
』
小
雅
•
斯
干
の
注
釈
「
〔
王
氏
日
、
〕
人
之
精
神
与
天
地

陰
陽
流
通
」
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
自
注
の
引
用
と
は
完
全
に
合
致

し
な
い
。
王
安
石
『
周
官
新
義
』
春
官
・
占
夢
に
は
「
人
之
精
神
与

天
地
同
流
」
と
あ
る
た
め
、
「
王
介
甫
詩
注
」
が
誤
記
の
可
能
性
も
あ

る。

(18)

「
岐
伯
答
日
、
天
之
在
我
者
徳
也
。
地
之
在
我
者
気
也
。
徳
流
気
薄

而
生
者
也
。
故
生
之
来
、
謂
之
精
。
両
精
相
捕
、
謂
之
神
。
随
神
往

来
者
、
謂
之
魂
。
並
精
而
出
入
者
、
謂
之
暁
。
」
（
『
黄
帝
内
経
霊
枢
経
』

本
神
）
四
部
叢
刊
初
編
『
霊
枢
経
』
を
用
い
る
。

(19)
「
及
子
産
適
晋
、
趙
景
子
問
焉
。
日
、
伯
有
猶
能
為
鬼
乎
。
子
産
日
、

能
。
大
生
始
化
日
塊
、
既
生
晩
、
‘
陽
日
魂
。
」
（
『
左
伝
』
昭
公
七
年
）

(20)

「
精
神
者
、
天
之
分
。
骨
骸
者
、
地
之
分
。
属
天
清
而
散
、
属
地
濁

而
緊
。
」
（
『
列
子
』
天
瑞
）

(21)

「
魂
塊
者
、
何
謂
。
魂
猶
伝
伝
也
。
行
不
休
也
。
主
於
情
。
少
陽
之

気
、
故
動
不
息
、
干
人
為
外
、
主
干
情
也
。
塊
者
、
猶
迫
然
著
人
也
。

此
少
陰
之
気
、
象
金
石
著
人
不
移
、
主
於
性
也
。
」
（
『
白
虎
通
』
性
情
）

(22)

「
魂
人
之
陽
精
也
。
陽
精
為
魂
。
陰
精
為
塊
。
」
（
『
呂
氏
春
秋
』
禁

塞
「
費
神
傷
魂
」
高
誘
注
）
以
下
、
陳
奇
猷
校
釈
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』

（
学
林
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
を
用
い
る
。

(23)

「
気
謂
嘘
吸
出
入
者
也
。
耳
目
之
聡
明
為
塊
。
合
鬼
神
而
祭
之
。
聖

人
之
教
致
之
。
」
（
『
礼
記
』
祭
義
「
子
日
、
気
也
者
、
神
之
盛
也
。
塊

也
者
、
鬼
之
盛
也
。
合
鬼
与
神
教
之
至
也
。
」
鄭
玄
注
）

(24)

「
魂
属
木
、
塊
属
金
。
所
以
説
三
魂
七
塊
、
是
金
木
之
数
也
。
」
（
『
朱

子
語
類
』
鬼
神
）
以
下
、
黎
靖
徳
編
『
朱
子
語
類
』
（
中
華
書
局
、
一

九
九
九
年
）
を
用
い
る
。

(25)

「
抱
朴
子
日
、
師
言
欲
長
生
、
当
勤
服
大
薬
。
欲
得
通
神
、
当
金
水

分
形
。
形
分
則
自
見
其
身
中
之
三
魂
七
塊
、
而
天
霊
地
祇
皆
可
接
見
、

山
川
之
神
、
皆
可
使
役
也
。
」
（
『
抱
朴
子
』
地
真
）
以
下
、
王
明
撰
『
抱

朴
子
内
篇
校
釈
』
（
中
華
書
局
、
二

0
0
二
年
）
を
用
い
る
。

(26)

「
其
爽
霊
、
胎
光
、
幽
精
三
君
、
是
三
魂
之
神
名
也
。
」
「
其
第
一
塊

名
戸
狗
。
第
二
塊
名
伏
矢
。
第
三
塊
名
雀
陰
。
第
四
塊
名
呑
賊
。
第

五
塊
名
非
毒
。
第
六
塊
名
除
機
。
第
七
塊
名
臭
肺
。
此
皆
七
塊
之
陰

名
也
。
身
中
之
濁
鬼
也
。
」
（
「
皇
天
上
清
金
閥
帝
君
霊
書
紫
文
上
経
」
、

『
正
統
道
蔵
』
第
十
九
冊
洞
神
部
、
新
文
豊
出
版
公
司
）
そ
の
他
、

「
太
上
除
三
戸
九
虫
保
生
経
」
（
『
正
統
道
蔵
』
第
三
十
一
冊
洞
神
部
）
、

『
雲
笈
七
簸
』
巻
五
十
四
に
も
三
魂
七
愧
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
え

る。

(27)
藤
野
岩
友
「
「
雲
笈
七
簸
」
に
見
え
る
三
魂
七
塊
」
（
『
城
南
漢
学
』

十
二
、
一
九
七

0
年
）
を
参
照
。

(28)

「
霊
魂
為
賢
、
贋
塊
為
愚
。
軽
魂
為
明
、
重
塊
為
暗
。
揚
魂
為
羽
、

(76) 



鈍
塊
為
毛
。
」
（
楊
慎
『
丹
鉛
続
録
』
魂
塊
）
同
様
の
記
述
は
『
関
手

子
』
四
符
に
も
見
え
る
。
以
下
、
『
丹
鉛
続
録
』
は
景
印
文
淵
閣
四
庫

全
書
『
丹
鉛
余
録
』
所
収
『
丹
鉛
続
録
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
）
、
『
関

手
子
』
は
王
雲
五
編
・
宋
明
善
本
叢
書
十
種
•
明
刊
本
『
子
菓
』
（
台

湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
九
年
）
を
用
い
る
。

(29)

「
衆
人
以
塊
摂
魂
、
聖
人
以
魂
運
塊
。
」
（
『
丹
鉛
続
録
』
魂
塊
）
、
「
衆

人
以
塊
摂
魂
者
、
金
有
余
則
木
不
足
也
。
聖
人
以
魂
運
塊
者
、
木
有

余
則
金
不
足
也
。
」
（
『
関
手
子
』
四
符
）

(30)

「
或
日
、
夢
之
有
占
何
也
。
人
之
精
神
与
天
地
陰
陽
流
通
、
故
昼
之

所
為
、
夜
之
所
夢
、
其
善
悪
吉
凶
、
各
以
類
至
。
」
（
『
詩
集
伝
』
小
雅
・

斯
干
）
以
下
、
四
部
叢
刊
続
編
『
詩
集
伝
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一

九
六
六
年
）
を
用
い
る
。

(31)

「
聖
人
之
静
也
、
非
日
静
也
善
故
静
也
。
万
物
元
足
以
鏡
心
者
、
故

静
也
。
水
静
則
明
燭
蹟
眉
、
平
中
準
、
大
匠
取
法
焉
。
水
静
猶
明
、

而
況
精
神
。
聖
人
之
心
静
乎
。
天
地
芯
鑑
也
‘
万
物
之
鍛
肱
。
」
（
『
荘

子
』
天
道
）

(32)
『
丹
鉛
続
録
』
と
『
関
手
子
』
と
の
間
に
も
異
同
は
見
え
る
が
、
大

意
は
変
わ
ら
な
い
。
「
蓋
塊
之
蔵
、
魂
倶
之
。
魂
之
茄
、
塊
因
之
。
魂

昼
寓
目
、
塊
夜
舎
肝
゜
寓
目
能
見
、
舎
肝
能
夢
。
」
（
『
関
手
子
』
四
符
）

(33)
「
子
列
子
日
、
神
遇
為
夢
、
形
接
為
事
。
故
昼
想
夜
夢
、
神
形
所
遇
。

故
神
凝
者
想
夢
自
消
。
」
（
『
列
子
』
周
穆
王
）

(34)

「
其
麻
也
魂
交
、
其
覚
也
形
開
。
与
接
為
構
、
日
以
心
闘
。
」
（
『
荘

子
』
斉
物
論
）

(35)

「
心
凝
形
釈
、
骨
肉
都
融
、
不
覚
形
之
所
僑
、
足
之
所
履
。
」
（
『
列

子
』
黄
帝
）
、
「
貌
姑
射
之
山
有
神
人
居
焉
。
肌
膚
若
沐
雪
、
津
約
若

処
子
。
不
食
五
穀
、
吸
風
飲
露
。
乗
雲
気
、
御
飛
龍
、
而
遊
乎
四
海

之
外
。
其
神
凝
、
使
物
不
疵
瓶
而
年
穀
熟
。
」
（
『
荘
子
』
逍
遥
遊
）
自

注
が
引
く
『
列
子
』
の
「
…
・
：
神
凝
者
想
夢
自
消
」
も
、
本
来
は
「
真

人
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
（
後
に
「
信
覚
不
語
、
信
夢
不
達
。

物
化
之
往
来
者
也
。
古
之
真
人
、
其
覚
自
忘
、
其
｛
昧
不
夢
」
と
の
記

述
が
続
く
）
。
た
だ
し
、
陳
士
元
は
道
家
説
で
あ
る
「
真
人
」
の
「
其

麻
不
夢
」
に
つ
い
て
は
否
定
す
る
た
め
（
『
夢
占
逸
旨
』
聖
人
篇
）
、

こ
こ
で
は
論
拠
の
対
象
外
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(77) 


